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安心してこどもを産み育てられる取手市へ

① 小中学校の給食費無償化
　　　　　　　　　　　　　　＝総額３億３千万円

② 保育料・子どもの医療費完全無償化
　　　　　　　　　　　　　　＝総額１億９千８００万円
　　　　　　（３歳以上の給食と０､１､２歳保育料を無料に）
　　　　　　（通院窓口負担６００円を無料に）

③ 国保税「均等割り」１８歳以下全額無料に
　　　　　　　　　　　　　　＝総額１千６００万円
　　　　　　（第１子半額負担をなくす）

　岸田文雄首相は、少子化への対応を迫られ「異次元

の少子化対策」「子育て支援予算倍増」など無責任な

言動を繰り返しています。

　藤井市政は、学校統合・廃止を推進、公立保育所は

１１から５施設に縮小するなど、少子化に拍車をかけ

てきました。子育て政策を怠った政府・地方自治体の

責任は重く、子育て政策の実行は待ったなしです。

　３月取手市議会では、日本共産党遠山

ちえ子・小池えつ子議員が給食費無償化、

国保税引き下げを求め一般質問。給食費

無償化については、他の会派議員も質問

しました。世論と運動の広がりに押され、

超党派での国関係機関への意見書可決の

運びとなりました。

　また、日本共産党の加増みつ子議員は

一般質問で、公立保育所の正規保育士増

員を求めました。

大井川知事宛に「⼩中学校の学校給⾷費無償化を
求める要望書」と署名(1634筆)を提出する市⺠団
体と⽇本共産党佐野太⼀(左から２⼈目)⽒ら
            ＝２⽉10⽇、茨城県庁

佐野 太一
（市議補⽋選予定候補者）

　４月１６日告示･２３日投票     7:00~18:00
期日前投票  　4月17〜22日　
　　市役所新庁舎   ３階　　  8：30〜20：00
　　藤代庁舎　　　1階　　  8：30〜20：00
　　リボンとりで   ５階　　10：00〜20：00

佐野 太一
（市議補⽋選予定候補者）

建物・備品も敷地も無償提供で
⺠間に移管される予定の取⼿中央保育所

　日本共産党は、賃上げ、出産、保育、

教育など、安心して子どもを産み育てら

れる社会へ、取手市として実現可能な政

策実現に、皆さんと力を合わせます。

　物価高騰とコロナ禍は、子育て世代を直撃してい

ます。

　日本共産党佐野太一は、安心して子どもを産み育

てられる取手市へ、

子育て支援の３つの政策実現に全力を尽くします。

取手市一般会計予算 ４０９億円の１.３％で実現できます。

子育て支援

あなたのご支援を
暮らしと平和を守る　　　　　　へ

４∕２３日投票　市長選・市議補選

変えよう!
政治を

投票に
行こう
投票に
行こう



0.070.311.31
3.11

5.1 6.02
8.72

13.72

18.72

22.72

27.73

43.95

基
金
活
用
�
大
幅
引
�
下
�
�
可
能

取手市国民健康保険は、県内一の巨額の基金をため込みました。
「４４億円もため込んだ基金は還元し、引き下げよ」の市議会超党派
の要求に押され、市長は２０２２年度、基金の一部を活用し、一世帯
あたり２万５千円相当、総額３億５千万円引き下げました。
日本共産党は、「今後も黒字は続き、基金は積み上がる」と大幅な引
き下げを求めました。

　「国保基金還元の要求は、共産党が

一貫して要求してきた」「国保税引き

下げに道を開いたのは共産党」と他の

会派議員も認めるなど、市民と力を合

わせた運動が市議会を動かしました。

　市は、引き下げによって「黒字幅は

減少し財政は悪化する」とした、ズサ

ンな財政シミュレーションを「根拠」

に、小幅な引き下げとしました。

　 新年度の引き下げ  一転否定

　その後も黒字は拡大、基金残高は４

４億円から４７億円（２０２３年３月

末現在）に。

　市は、破綻した財政シミュレーショ

ンを目の前に、昨年９月議会で新年度

の「税率引き下げを検討せざるを得な

い」としていました。

　しかし、今年３月議会では一転、国
保税最高税率引き上げを示唆しました。

国保税｢均等割り｣廃止

毎年大幅黒字でため込んだ基金は４７億円。
明らかに国保税の取り過ぎです。
住民税など取りすぎた税は、「過誤納金」と
して納税者に還付されます。国保税も住民税
等に準じ還付するのが税制の道理です。

国保税引き下げ後も膨れ上げる
県内一の基金（ため込み金）
　　44億円から47億円

（取手市各年度決算より）

年

（億円）

ため込んだ基金は、
国保
取手市

44億円から47億円に 　47
粘り強い 市民との共同で
       昨年  一歩前進

黒字拡大なのに

国費を増やして
協会けんぽなみに引き下げを

取り過ぎた税 還元を
　国民健康保険税は、事業者負担が無く、家

族人数に応じて負担が増える「均等割」があ

るなど、中小企業労働者の加入する協会けん

ぽに比べ、世帯で約２倍も高くなっています。

全国知事会など地方６団体も「１兆円国費負

担の増額」で、協会けんぽなみ保険税への引

き下げを求めています。

　日本共産党は、均等割り廃止など保険税の

引き下げを求め全力を尽くします。


